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検査採取数 陽性数

１．検体採取数と陽性数（福岡市医師会診療所）

（令和４年４月～令和４年５月）

一般社団法人福岡市医師会

14,801件 1,745件
(令和2年5月～令和4年5月31日まで)

※陽性率
令和2年5月~令和4年5月31日まで 11.8%
令和4年4月 40.4%
令和4年5月 39.7%
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２‐１．福岡市のワクチン接種体制（１､２回目）

年齢 接種会場 使用ワクチン 接種実績

５～１１歳
個別接種 小児科 約６0箇所
集団接種 ももち体育館
※日曜日のみ開設、小児科医配置

小児用
ファイザー

１２～１５歳
個別接種 小児科 ８箇所
集団接種 中央体育館
※日曜日のみ開設、小児科医配置

ファイザー

約241万回

１６歳以上 集団接種 中央体育館等
モデルナ
ファイザー

令和４年５月２３日 時点
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２-２．福岡市のワクチン接種体制（３回目）

年齢 接種会場 使用ワクチン 接種実績

１２～１７歳

個別接種 約300箇所

集団接種 中央体育館等
※日曜のみ開設、小児科医配置

ファイザー

約83万回

１８歳以上

個別接種 約800箇所

集団接種 中央体育館
ももち体育館等

ファイザー

モデルナ

令和４年５月２３日 時点
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２-３．福岡市のワクチン接種体制（４回目）

＜令和４年６月１日（水）接種開始＞

●対象者 ３回目接種から５ヵ月以上経過した

・６０歳以上の方
・１８歳以上６０歳未満のうち

基礎疾患を有する方
重症化リスクが高いと医師が認める方

※医療従事者等は対象外

●使用ワクチン ※１～３回目接種に用いたワクチンに関わらず接種可能

個別接種（ファイザーまたはモデルナ）
集団接種（モデルナ）
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３-１．ＨＰＶワクチンについて

＜ＨＰＶ(ヒトパピローマウイルス)とは＞

子宮頸がんの原因とされるウイルス

女性の多くが生涯に1度は感染する可能性のある
一般的なウイルスだが、がんになる場合もある

がん予防にワクチン接種が重要

日本の接種率
約２％

令和元年度(2019年度)

厚生労働省ホームページより

各国の接種率（2019年）
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３-２．ＨＰＶワクチンについて

第75回がん対策推進協議会
（令和3年3月11日）資料
がん年齢調整死亡率の国際比較より
（研究代表者 片野田耕太先生）

75歳未満年齢調整死亡率

厚生労働省作成リーフレットより

＜子宮頸がんと診断される人の数＞
毎年 約１.１万人（１万人あたり１３２人）
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３-３．ＨＰＶワクチンについて

対象者 小学６年生～高校１年生相当の年齢の女子
（標準的な接種時期：中学１年生相当の年齢の女子）

接種回数 ３回接種

実施場所 子宮頸がん予防ワクチン実施医療機関

【キャッチアップ接種】

国が積極的な勧奨を差し控えたことから
接種を受ける機会を逃した不足分が無料で接種可能

対象：平成９年４月２日～平成18年４月１日生まれ
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